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 団委員研修所について 

 

 

１． 団委員研修所の目的 

 

     団委員研修所は、導入訓練課程の訓練を修了した者を対象として開設し、参加者が団指導

者としての任務を理解し、団の管理と運営の能力を高めることを目的とする。 

 

 （教育規程８－３－６）  

 

 

２． 団委員研修所の目標 

 

１． 団の組織と運営の概要について理解する。 

２． 団委員会、団会議の機能と連携について理解する。 

３． 各隊活動への支援について理解する。 

４． 団委員会が行う管理業務について理解する。 

５． 団を取り巻く地域、関連組織との連携について理解する。 

６． 団委員研修所の進め方について知る。 

７． スカウト運動の基本原則について理解する。 

 

 

３． コースの運営・展開のポイント 

コースの運営については「５．コースの運営方法」をよく理解した上、参加者の状況を把握 

し、学習環境を整えるよう留意する。 

当コース策定の基本思想は次の通りである。 

（１）団および周辺組織の役割と機能を理解し、団委員として果たすべき役割について理解さ 

せることを最大の目標とする。 

（２）団委員(会)が行うべき日常業務の基本的な方法と考え方を理解させるよう展開する。 

（３）なるべく実務的に理解させるよう展開する。 
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４． スタッフの編成 

団委員研修所の標準的スタッフは、以下の役務と人数による編成とする。 

所長         １人 

主任所員       １人 

セッション担当   若干名 

Ｑ Ｍ        １人 

 

＊グループ担当は特に置かない。作業などでその必要が生じたときは、セッションの主担

当以外のスタッフが適宜対応する。 

  ＊生活担当、健康・安全担当も上記スタッフで兼務する。 

 

５． コースの運営方法 

（１） ２泊３日の宿舎泊により行う。 

（２） コース期間中の食事は参加者、スタッフともに支給とし、開設担当で対応する。 

（３） 成人の学習効果をあげ、参加者が相互に影響を与え合い、それぞれの持つ力を充分発揮で

きるよう、少人数のグループに分けて学習面および生活面の単位とする。 

（４） １グループは４～６人程度とする。 

（５） グループ編成にあたっては、参加者の年齢・性別・経験等を考慮する。 

 

６． 運営上の留意点 

（１） コースの性格上、年輩の参加者が多いことが予想されるため、休憩時間、セッションの展

開速度などに留意する。 

（２） 団委員研修所は室内での講義が中心となるため、会場の選定にあたってはリフレッシュの

できる場所等の確保など、学習環境に配慮する必要がある。 

（３） 使用施設によっては種々のルールや制限があるので、管理者と事前に充分調整を図り、コ

ース運営に支障の無いようにするとともに、コース参加者にオリエンテーション等で充分

に説明する。 

（４） 使用施設によっては他の利用者もいるので、スカウト運動の指導者という立場を充分意識

し、迷惑をかけない利用を心掛ける。 
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セッションの目標・指導上のねらい 

セッション名 目  標 指導上のねらい 

１．団委員研修所

について 
   
(３０分) 

1. 団委員研修所の目的と

目標について理解す

る。 

2. 団委員研修所の運営に

ついて理解する。 

1. 団委員研修所の目的と目標について理解させ、参加意欲を高める。 

2. 団委員研修所の運営は学習面、生活面をグループ単位で実施すること

を理解させる。 

3. オリエンテーションを行い、生活面の留意点などを理解させる。 

２．スカウト運動                  

 
（６０分） 

1. スカウト運動の「定

義」「目的」「原理」

「方法」について理解

する。 

2. 「ちかい」と「おき

て」について理解す

る。 

3. 「セーフ・フロム・ハ

ーム」について理解す

る。 

1. スカウト運動の「定義」「目的」「原理」「方法」とそれぞれの関わ

りを理解させる。 

2. スカウトへの直接的な訓育・教育は隊指導者の役割であり、団指導者

は主に隊指導者への支援・援助という役割を持って、スカウトの成長

に貢献することを理解させる。 

3. 日本におけるスカウト運動も世界スカウト機構（ＷＯＳＭ）によるス

カウト運動の「定義」「目的」「原理」「方法」に則って展開されて

いることを理解させる。 

4. 行動規範である「おきて」を守り実践することが「ちかい」の実行に

つながることを理解させる。 

5. 「おきて」の実践が活動の活性化につながることを理解させる。 

6. 「セーフ・フロム・ハーム」の内容と取り組み方法について理解させ

る。 

３．団の組織 
 
（６０分） 

1. 団の位置付けと団組織

について理解する。 

2. 団の運営の概要につい

て理解する。 

3. 団と育成会の関係につ

いて理解する。 

1. 我が国のスカウト運動における団の位置付けを理解させる。 

2. 団運営の必要性について理解させる。 

3. 育成会が、団の経営母体であることを理解させる。 

４．団委員会の組

織と機能   
 
（６０分） 

1. 団委員会の機能と役割

について理解する。 

2. 団委員(長)の役割と任

務について知る。 

1. 団委員会の機能と役割について理解させる。 

2. 団委員長、副団委員長、団委員の任務について概要を知らせる。 

５．隊から求めら

れる支援 

 
  （９０分） 

1. 隊指導者の任務の概要

について知る。 

2. インサービス・サポー

トについて理解する。 

3. 隊活動への財政的支援

について理解する。 

4. 隊指導者と団会議、団

委員会の連携と各隊プ

ログラム活動に対する

支援について理解す

る。 

1. 隊指導者、特に隊長の任務について概要を知らせる。 

2. インサービス・サポートの内容について説明し、理解させる。 

3. 活動資金等の支援について理解させる。 

4. 各隊のプログラム実施時に団委員会に求められると思われる各種支援

（キャンプ時の輸送、活動場所の提供、資材・備品の便宜供与等）に

ついて理解させる。 

６．隊指導者と団

委員会 
 
（６０分） 

1. 隊指導者の選任と養成

は、団委員会の責任で

あることを理解する。 

2. 隊指導者と団委員会の

関係について理解す

る。 

3. 隊指導者の訓練体系に

ついて、概要を理解す

る。 

1. スカウト運動の成人に関する方針の各ステップと関連付けて理解させ

る。 

2. 隊活動の全般を指導する責任は隊長にあり、団委員会は直接たずさわ

らず、団委員長は隊長に責任をゆだねるものであることを理解させ

る。 

3. 団委員会は、隊指導者の任免、支援、養成について、大きな権限と責

任を持つものであることを理解させる。 

4. 隊指導者の養成のために、指導者訓練体系を知っておく必要があるこ

とを理解させる。 

７．団会議 
 
（９０分） 

1. 団会議の機能と役割に

ついて理解する。 

1. 団会議の構成と、会議の主旨、特に団のスカウト教育について推進状

況、プログラム調整など重要事項を協議する場であることを理解させ

る。 

2. 団会議の標準的な進め方、内容を理解させる。 

3. 各部門の指導者に支援を行うには、様々な資源の活用が必要であるこ

とと、その方法を理解させる。 

８．スカウトの進

級と団委員会 
 

（６０分) 

 

1. 進級に関する団面接に

ついて理解する。 

2. 進級に関する事務手続

きについて理解する。 

3. スカウトへの記章授与

について理解する。 

1. スカウトの進級に関わって行われる団面接の意義と手順について理解

させる。 

2. 進級に関する事務手続き、特に地区面接、県連盟面接を必要とする進

級について理解させる。 

3. 記章授与はスカウトにとって大切な場面であることを理解させると共

に、団委員会としてどのような配慮が必要かを理解させる。 
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９．団委員会の            

事務と業務 
 

（９０分) 

1. 団会計処理の基本事項

を理解する。 

2. 団の備品、資材管理の

基本事項を理解する。 

3. 入退団管理事務、登録

業務の基本事項を理解

する。 

4. 通信連絡事務について

理解する。 

1. 団委員会が行うべき資金管理の考え方と方法について理解させる。 

2. 団委員会が行うべき備品、資材管理の考え方と方法について理解させ

る。 

3. 入退団管理事務、登録業務について理解させる。特に、登録業務の仕

組みについて説明する。 

4. 会場借上げ手続き、行政等への補助金の手続きなど、日常の手続き業

務は多岐にわたるものがあることを理解させる。 

１０．育成会と      

団委員会 

 
 （５０分） 

1. 育成会の組織について

理解する。 

2. 育成会の機能と役割に

ついて理解する。 

3. 育成会と団委員会の関

係について理解する。 

1. 育成会の設立がスカウト教育の第一条件であることを理解させる。 

2. 設立過程と性格の違いによる育成会の種類について理解させる。 

3. 育成会の任務について理解させる。 

4. 団委員会の構成における、育成会と団委員会の関係について理解させ

る。 

5. 自団の育成会と団委員会の関係について、その現状を認識させる。 

１１．安全計画 
   
(６０分) 

 

1. プログラムを元に安全

計画を立案できる。 

2. 安全計画の評価と運用

ができる。 

1. プログラム計画からプログラム実施までのプロセスにおいて、同時進行

で安全計画が立案され実行されていくことを理解させる。 

2. 安全計画の立案は独立したものではなく、隊での計画策定→団会議で

の発表と支援要請→団委員会での支援計画の立案→実施承認→実施時

の対策→実施後の評価・反省・改善策の策定の手順を辿ることを理解

させる。 

3. スカウト活動における安全確保は団全体で取り組む作業であることを

理解させる。 

4. 団で判断に困ったとき等はコミッショナーの支援を得ることも必要で

あることを理解させる。 

１２．安全対策と             

危機管理  
 
（１２０分） 

1. 各隊プログラム活動に

対する安全教育、安全

対策、安全管理につい

て理解する。 

2. 団運営における危機管

理の構築と運用につい

て理解する。 

3. 危機管理における保護

者への対応、プレスへ

の対応について知る。 

4. そなえよつねに共済と

賠償責任保険について

知る。 

1. 安全教育と安全対策、安全管理について理解させる。特にそれぞれの

主務者を明確にする。 

2. 各隊が実施する安全教育について団委員会として隊指導者を支援する

必要性と方法を理解させる。 

3. 各隊プログラムにおける安全対策への人的・物的な協力も隊運営への

重要な支援であることを理解させる。 

4. 安全教育と安全対策が効果的に実施されるように努めることが団委員

会の任務であることを理解させる。 

5. 危機管理にはスカウト保護者への対応のみならず、プレス等組織外へ

の対応も含まれていることを知らせる。 

6. 事故等への対応、各種保険、組織防衛の方法について理解させる。 

7. そなえよつねに共済と賠償責任保険については概要のみを知らせる。 

１３．団の年間計 
 画 
 
（１４０分）      

1. 団の年間計画が立案で

きる。 

1. 団の年間計画立案のねらいについて理解させる。 

2. 団の中長期計画に基づく課題と方法を考えさせる。 

3. 隊への支援計画作業を体験させる。 

4. ただ単にスケジュールを割り振るだけではなく、高度な調整作業が必

要であることを理解させる。 

5. 様々なリソースを活用する方法があることを知らせる。 

１４．団委員会と          

団会議の連携 
   
(１５０分) 

1. 団委員会と団会議の関

係について理解する。 

2. 隊の支援計画を策定で

きる。 

1. 団会議での内容をもとに団委員会を体験することによって、それぞれ

の会議が果たす機能や運営の方法、隊活動への支援の方法を理解させ

る。 

2. 団委員会後の活動計画の立案と実施ができるようにする。 

１５．スカウト募

集 

 
（８０分） 

1. スカウト募集活動につ

いて理解する。 

1. 団の運営面やスカウトの教育面において、適正な人数の隊を維持する

ことが重要であることを認識させた上で、定期的なスカウト募集の必

要性を理解させる。 

2. スカウト募集は団委員会の責任において行われることを理解させる。 

3. スカウト募集の考え方と方法について理解させる。 

4. スカウト募集は隊指導者の協力なくしてはできないことを理解させ

る。 

１６．団への支援 
 
(６０分) 

1. 都道府県連盟、地区、

隣接団との連携につい

て理解する。 

2. 行政、地域団体、関連

諸機関との連携が団委

員会の重要な責務であ

ることを理解する。 

1. 地区や県連盟の組織や運営への積極的な参画が必要であることを理解

させる。 

2. 隣接団との有効な連携は、団にとって有益であることを理解させる。 

3. 行政、地域団体、関連諸機関との連携は、団委員会の重要な責務であ

り、これらの組織等から支援を受けることができること、また支援を

受けるための留意点等を理解させる。 

4. 安全対策、安全管理の実施にあたってはコミッショナーの支援を受け

ることも必要であることを理解させる。 
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団委員研修所「課題研修」 

課 題 

   

課題１． 

日本連盟発行書籍「団の運営と団委員会」を熟読し、指導を受けた内容を記述してく

ださい。 

 

 

課題２． 

日本連盟教育規程「第１章 一般原則」、「第２章 加盟登録」、「第３章 団」、   

「第４章 都道府県連盟」「第５章 地区」、「第７章 教育の方法(7－33～7－43)」を

熟読し、指導を受けた内容を記述してください。 

 

 

課題３． 

ボーイスカウト隊リーダーハンドブック「第３部 隊の運営」の「８章 隊指導者」、

「９章 隊の運営」、「１０章 隊を支える組織」を熟読し、指導を受けた内容を記述

してください。 

 

 

 

 

この「課題研修」の履修認定者は、日本連盟リーダートレーナーまたは副リーダートレ

ーナーです。 
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開所式プログラム（例）                        （３０分）  

１．開式のことば 

  ２．国旗儀礼（国旗掲揚） 

  ３．国歌斉唱 

  ４．主催者挨拶、所長紹介 

  ５．所長挨拶 

  ６．所員紹介 

  ７．来賓挨拶 

  ８．来賓紹介 

  ９．連盟歌斉唱 

  10．閉式のことば 

 

  

 ねらい 

 ・ 参加者に本コースへの積極的参加を再確認させ、学習意欲を高める場とする。 

  

 

 留意点 

・ 団委員研修所を始めるのに相応しい場所を選定する。 

・ 参加者に、研修に対する意欲と安心感を持たせるよう、挨拶や雰囲気にづくりに留意する。 

 

 

 準備品 

・ 国旗一式 

・ 開所式式次第 

・ 参加者、来賓、スタッフ等名簿 
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セッションの運営 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

§１ 団委員研修所について 

第１日 １０：３０～１１：００（３０分） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．団委員研修所の目的と目標について理解する。 

２．団委員研修所の運営について理解する。 

 

 

指導上のねらい 

１．団委員研修所の目的と目標について理解させ、参加意欲を高める。 

２．団委員研修所の運営は学習面、生活面をグループ単位で実施することを理解させる。 

３．オリエンテーションを行い、生活面の留意点などを理解させる。 

 

準備品(資材・資料) 

 ・日程表 

 ・日本連盟規程集 

 

セッション運営要項作成にあたって 

１．セッションの概要と展望  

（１）団委員研修所の目的と目標を明確に示す。 

（２）団委員研修所の運営方法について説明し、確認する。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること  

（１）歓迎の言葉 

（２）スタッフの紹介 

（３）団委員研修所の目的と目標 

①教育規程 第８章 8-3-10（訓練機関(集合訓練)の指導要員の資格と選任） 

②教育規程 第８章 8-3-6、8-13、8-13-3（団委員研修所） 

③教育規程 第９章 9-10-1、9-11-1（指導者の記章） 

（４）団委員研修所の運営方法 

（５）留意点 

①所長が担当する。 

②アイスブレーキングゲームを取り入れるなど、リラックス出来る雰囲気でセッショ

ンを展開してください。 

③この研修所の性格上、年輩の参加者が比較的多くなるため、展開に当たっては、随

時休憩を設け、展開速度にも十分留意してください。（以下全てのセッションに共

通します。） 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）質疑応答を行い、運営方法についての参加者の疑問を解決する。 
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団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

§２ スカウト運動の基本原則 

第１日 １１：００～１２：００（６０分） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．スカウト運動の「定義」「目的」「原理」「方法」について理解する。 

２．「ちかい」と「おきて」について理解する。 

３．「セーフ・フロム・ハーム」について理解する。 

 

指導上のねらい 

１．スカウト運動の「定義」「目的」「原理」「方法」とそれぞれの関わりを理解させる。 

２．スカウト運動への直接的な訓育・教育は隊指導者の役割であり、団指導者は主に隊指導

者への支援・援助という役割を持って、スカウトの成長に貢献することを理解させる。 

３．日本におけるスカウト運動も世界スカウト機構（ＷＯＳＭ）によるスカウト運動の「定

義」「目的」「原理」「方法」に則って展開されていることを理解させる。 

４．行動規範である「おきて」を守り実践することが「ちかい」の実行につながることを理

解させる。 

５．「おきて」の実践が活動の活性化につながることを理解させる。 

６．「セーフ・フロム・ハーム」の内容と取り組み方法について理解させる。 
 

準備品(資材・資料) 

・基本原則 

・日本連盟規程集 

・日本連盟発行書籍「団の運営と団委員会」 

 

セッション運営要項作成にあたって 

１．セッションの概要と展望 

（１）スカウト運動の定義を確認する。 

（２）スカウト運動の目的を確認する。 

（３）スカウト運動の原理を確認する。 

（４）スカウト運動の方法を確認する。 

（５）日本連盟が制定する「目的と基本方針」も基本原則に基づいていることを確認する。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること 

（１）スカウト運動の「定義」「目的」「方法」等 

①世界スカウト機構規約第１章第１条 （定義・目的） 

②世界スカウト機構規約第１章第２条 （原理） 

③世界スカウト機構規約第１章第３条 （方法） 

④定款第３条 （目的） 

⑤教育規程第１章 1-4（基本方針） 

⑥基本原則 

（２）留意点 

①スカウト運動の創始と発展について概略を説明し、どのようにして成人指導者の援

助が始まり組織化され、教育のための規則が整備されていったかについて触れてく

ださい。 

②資料として「基本原則」を活用するが、ただ単にそれを読み上げるのではなく、   

「定義」「目的」「原理」「方法」のそれぞれを関連づけさせて、かつ具体的な言

葉で明確に説明してください。 

③スカウト運動の「定義」「目的」「原理」「方法」と日本連盟の定める「目的と基

本方針」の関連も説明してください。 
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団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

④「ちかい」と「おきて」は、原理に基づいて表現し、定められている。 

⑤「おきて」は、自らの生活行動を律する行動規範である。 

⑥「おきて」の実践が「ちかい」の実行につながることを伝える。 

（３）「セーフ・フロム・ハーム」について 

①「セーフ・フロム・ハーム」の内容を理解させる。 

②登録前研修について知らせる。 

③「セーフ・フロム・ハーム」セミナーについて知らせる。 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）スカウト運動は、青少年が個人として、社会の一員として身体的・知的・情緒的・

社会的・精神的資質を十分発達させるよう援助し、貢献することを目的としている。 

（２）各国（または地域）連盟は、基本原則を受容して活動の基盤としている。ゆえにス

カウト運動は、世界中で同じ目的達成に向けて活動を展開している。 

（３）隊指導者、団指導者はスカウト運動の「基本原則」及び日本連盟の「目的と基本方

針」をよく理解し、これを受容した上で、純正な団の発展を図り、青少年の成長に

寄与出来るよう努力をお願いしたい。 
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団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

 

§３ 団の組織 

第１日 １２：４５～１３：４５（６０分） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．団の位置付けと団組織について理解する。 

２．団の運営の概要について理解する。 

３．団と育成会の関係について理解する。 

 

指導上のねらい 

１．我が国のスカウト運動における団の位置付けを理解させる。 

２．団運営の必要性について理解させる。  

３．育成会が、団の経営母体であることを理解させる。 

 

準備品(資材・資料) 

・ハンドアウト「スカウト達の身近で支援する成人達」（Ｐ４２参照） 

・日本連盟規程集 

・日本連盟発行書籍「団の運営と団委員会」 

 

セッション運営要項作成にあたって 

１．セッションの概要と展望 

（１）団の位置付け、目的について確認する。 

（２）団委員会、団会議の構成について確認する。 

（３）育成会の組織・役割・任務について確認する。 

（４）団運営は、スカウトの活動を支援するために行われることを確認する。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること 

（１）団の組織、団の運営 

①教育規程 第３章 3-1、2（総則） 

②教育規程 第３章 3-3～6（育成会） 

③教育規程 第３章 3-7～14（団委員会） 

④教育規程 第３章 3-15（団会議） 

⑤教育規程 第３章 3-16～26（ビーバースカウト隊） 

⑥教育規程 第３章 3-27～45（カブスカウト隊） 

⑦教育規程 第３章 3-46～62（ボーイスカウト隊） 

⑧教育規程 第３章 3-63～74（ベンチャースカウト隊） 

⑨教育規程 第３章 3-75～82（ローバースカウト隊） 

⑩教育規程 第３章 3-83、84（在外日本スカウト団・隊） 

⑪チャート（団組織） 

（２）留意点 

①団組織は、スカウトにスカウト教育を実施する最大の単位（基本組織）であること

を明確に説明してください。これは、以下のことによります。 

・単一組織内で、各年齢層にわたるスカウト活動が長期間実施できること。 

・異なる年齢層の仲間と接する機会を与え、進歩・上進の意欲を高めることがで

きる。 

・長期にわたる一貫した計画が立てやすい。 

・幅広く成人資源の協力が得られやすい。 

・地域社会の広い範囲から支援を受けやすい。 
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団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

 

②育成会が、団を設立し、その経営母体であることを示し、団の存在の基盤であるこ

とを確認してください。（教育規程 3-4（育成会の任務）：§１０「育成会と団委

員会」でも再確認します。） 

③育成会の目的は、団の発展と維持をはかることにあり、その資金を確保することが

大切な任務であり、その構成者は、保護者をはじめ、教育、宗教、社会奉仕、体育、

商工関係その他地域の関係者であるが、それぞれの団においては、さまざまな態様

があることを確認してください。 

④団運営は、スカウト活動を支援するために行われており「団委員」は、隊活動や隊

指導者を支援するために団を運営する指導者であり、「隊指導者」は、スカウトに

対して直接教育訓練を行う成人指導者であることを押さえてください。 

⑤団は、スカウト教育を実施する単位である隊と、団の運営に責任を持つ団委員会で

構成されており、団委員会が直接教育訓練にあたるものではないことを確認してく

てください。 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）地域社会からスカウト運動への信頼を確保するために、団の存続は、最も重要な事

項である。 

（２）団の永続的な発展のためにも、隊においては正しいスカウト活動が実施され、また

団においては正しい運営がなされることが必要である。 
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団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

§４ 団委員会の組織と機能 

第１日 １３：５０～１４：５０（６０分） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．団委員会の機能と役割について理解する。 

２．団委員（長）の役割と任務について知る。 

 

指導上のねらい 

１．団委員会の機能と役割について理解させる。 

２．団委員長、副団委員長、団委員の任務について概要を知らせる。  

 

準備品(資材・資料) 

・§３ハンドアウト「スカウト達の身近で支援する成人達」（Ｐ４２参照） 

・日本連盟規程集 

・日本連盟発行書籍「団の運営と団委員会」 

  

セッション運営要項作成にあたって 

１．セッションの概要と展望  

（１）団委員会の機能・任務について確認する。 

（２）団会議の組織について確認する。 

（３）団委員（長）の役割と任務について確認する。 

（４）団委員（長）が、その職責を果たすための訓練について確認する。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること  

（１）団委員会の機能と役割 

①教育規程 第３章 3-7、8、9（団委員会の構成、任務等） 

②教育規程 第３章 3-15（団会議） 

（２）団委員（長）の役割と任務 

①教育規程 第３章 3-10、11、12、13（団委員長の選任及び任期・資格、任務等） 

②教育規程 第３章 3-14（訓練への参加） 

（３）留意点 

①団委員会の任務が、各隊の活動を支援し、活発化し、永続させる全ての責任を持つ

ことを確認してください。 

②育成会が、スカウト保護者などから団委員を選任し、団委員会を構成していること

を押さえてください。 

③育成会の代表者は、その職責上団委員となることを確認してください。 

④団委員長、副団委員長は団委員の互選によるものであることを確認してください。 

⑤団委員長は、スカウト運動全般に一通りの知識を持っていることが必要であること

を理解させてください。 

⑥団委員長は、団委員会・団会議の主宰者として活動するために、できれば１年以上

の隊長の経験者であることが望ましいことを伝えてください。 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）団の組織と機能を活用するためにも、団内の成人指導者が相互に役割を理解し、協

力することが大切である。 

（２）団の維持発展のためには、スカウト運動の基本原則を理解し、団内の人材開発に努

めることが必要である。 

15



団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

§５ 隊から求められる支援 

第１日 １４：５５～１６：２５（９０分） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．隊指導者の任務の概要について知る。 

２．インサービス・サポートについて理解する。 

３．隊活動への財政的支援について理解する。 

４．隊指導者と団会議、団委員会の連携と各隊のプログラム活動に対する支援について理

解する。 

 

指導上のねらい 

１．隊指導者、特に隊長の任務について概要を知らせる。 

２．インサービス・サポートの内容について説明し、理解させる。 

３．活動資金等の支援について理解させる。  

４．各隊のプログラム実施時に団委員会に求められると思われる各種支援（キャンプ時の輸

送、活動場所の提供、資材・備品の便宜供与等）について理解させる。 

 

準備品(資材・資料) 

・ハンドアウト「読図ハイキング実施要項（案）」（Ｐ４２参照） 

・ワークシート「ハイキング支援計画書」（Ｐ４３参照） 

・日本連盟発行書籍「団の運営と団委員会」 

 

セッション運営要項作成にあたって 

１．セッションの概要と展望  

（１）隊指導者、特に隊長の任務について概要を知らせる。 

（２）インサービス・サポート 

指導者は、任務遂行中に研修所などの定型訓練だけで学ぶのではなく、各種の研修

の機会が提供される。そのような機会に指導者は積極的に参加することが重要であ

る。 

（例）各種定形外訓練、スキルトレーニング 

コミッショナーにより支援される個別の課題解決 

団や先輩指導者からの日常的な支援、等々 

（３）隊活動を行うため資金は、団委員会が責任を負う必要がある。 

（４）団によって資金の充足方法は違うが、育成会→団→隊と資金が供与されることが基

本である。 

（５）隊長からは様々な支援が求められる。その支援要請にどう応えるか「支援計画」を

完成させる。 

（６）資金の支援はもちろんであるが、そのほかにも人的、物的支援や安全上の支援が求

められる。これらの要請に応えていかないと、隊長のなり手がいなくなる。 

（７）支援内容に漏れはないか、実現可能な支援計画か評価する。 

 
 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること  

（１）作業の前提として 

①支援計画書が果たす役割を確認し、共通理解する。 

②作業の前提となる情報（想定）を確認し、共通理解する。 
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団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

「課題」 

ボーイ隊長から、次のような支援要請がありました。グループで話し合って、支援計

画を立案してください 

「再来月、全行程約１５㎞の読図ハイキングを行います。団委員の皆さんにお願い

したいのは、次のとおりです。また、計画書は、別紙の通りです。」 

 

 

（２）作業の展開手順（このセッションは、グループ作業を中心に展開してください。） 

①課題の提示と作業内容の指示を行う。 

   

②ワークシートの作成 

・グループでの話し合いを通じて、要請された依頼内容を実感し、具体的な支援

内容について、「物的資源」、「人的資源」、「資金的支援」、「その他の支

援」、「担当者」、「具体的な内容」、「いつまでに行うのか」についてワー

クシートを完成させる。 

③発表と評価（グループ数×３分以内） 

・具体的な支援内容に漏れは、ないか確認する。 

・人的、物的支援は十分か確認する。 

 

（３）留意点 

①隊指導者の任務は、スカウト達が自発活動を行ううえでの安全面・技能面・精神面

の指導・支援及び成長の評価が主たるものとなることを明確にする。 

②隊長がプログラム活動を推進するために必要な資金は、団委員会が責任を持つ必要

があることを明確にする。 

③隊長がプログラム活動を推進するために必要な「資材」、「備品」、「安全対策」、

「活動場所」等についての便宜供与が、団委員会の重要な任務であることを明確に

する。 

④グループ作業の内容は、隊からの具体的な要請に基づき、いかに支援できるかが主

眼である。 

⑤評価は、以下の項目について振り返る。 

・活動計画の全てについて理解できていたか。 

・資材、人的配置は十分か。 

・安全面の配慮は十分か。 

・外部の支援を得るために、日頃のコミュニケーションは得られているか。 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）隊指導者の任務と団委員の任務の違いを明確に理解することが大切である。 

（２）プログラムのねらいは何なのかを理解することで、支援の内容が明確になってくる。 

（３）隊長から様々な支援要請に、的確に応えて行くことがプログラムを安全に進め、所

期の目的を達成させるポイントとなり、このことが団の発展につながっていくこと

となる。 

（４）外部の支援を受けるためには、人脈は欠かせない。日常でのコミュニケーションを

大切にして、人脈を広げるようこころがけるのも任務の一つと言える。 
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団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

§６ 隊指導者と団委員会 

第１日 １６：３０～１７：３０（６０分） 

 

 

指導上のねらい 

１．スカウト運動の成人に関する方針の各ステップと関連付けて理解させる。 

２．隊活動の全般を指導する責任は隊長にあり、団委員会は直接たずさわらず、団委員長は

隊長に責任をゆだねるものであることを理解させる。 

３．団委員会は、隊指導者の任免、支援、養成について、大きな権限と責任を持つものであ

ることを理解させる。 

４．隊指導者の養成のために、指導者訓練体系を知っておく必要があることを理解させる。 

 

準備品(資材・資料) 

・スカウト運動の成人に関する方針    

・指導者養成に関する指針       日本連盟ホームページ参照 

・指導者訓練体系図 

 

セッション運営要項作成にあたって 

１．セッションの概要と展望 

（１）団委員会、団委員長、隊指導者のそれぞれの「任務」を再確認する。 

（２）スカウティングにおける成人のライフサイクルの各ステップを確認する。 

（３）隊指導者の選任における、団委員会の関わり方を確認する。 

（４）①～③を基に、団委員会の具体的な責任と任務を確認する。 

（５）特に団委員長としての資格や任務を確認する。 

（６）指導者訓練体系の概要を確認する。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること 

（１）団委員会の任務（指導者の確保、選任および養成） 

①教育規程 第３章 3-9、11、12、14、15（団委員会の任務等） 

②教育規程 第３章 3-17～23（隊指導者。カブ隊指導者以下も同様） 

③教育規程 第３章 3-9-①-(5) （特に再掲） 

④スカウト運動の成人に関する方針（スカウティングにおける成人のライフサイクル） 

⑤指導者養成に関する指針 

⑥指導者訓練体系に関する資料（訓練体系図等） 

（２）留意点 

①成人のライフサイクルの各ステップ（相互の同意と任命、訓練と支援など）につい

て、団委員会としての具体的な業務（任務の内容や任期を明確にする、書面により

行う、など）まで確認できるようにしてください。 

②団委員会に求められる責務は、スカウトへの直接的な支援ではなく、隊指導者への

支援を中心とした組織管理と隊運営への協力であることを、指導者の養成という視

点から確認できるようにしてください。 

③日本連盟が提供している定型訓練、県連盟や地区での定型外訓練やラウンドテーブ

ルも、団委員会がおこなう隊指導者に対する訓練・支援の一部であることと、その

概要を確認できるようにしてください。 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．隊指導者の選任と養成は、団委員会の責任であることを理解する。 

２．隊指導者と団委員会の関係について理解する。 

３．隊指導者の訓練体系について、概要を理解する。 
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団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

④隊指導者を支援する能力を高めるための、団委員の研修の位置付けについても、こ

こで触れておいてください。 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）隊運営に対する団委員会の支援の一つは、具体的に「隊指導者の選任と養成」とい

う方法によって行われる。 

（２）選任にあたっての、同意、任命、訓練、支援、評価などの各ステップは、団委員会

としての人的マネジメントの最重要の責務である。 

（３）団委員会、特に団委員長は、マネジメントに必要な能力として、品性、知識、経験

などが要求されている。 

（４）隊指導者に必要な訓練が、必要な時に提供されなければならないが、それも団委員

会としての重要な支援内容である。 
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団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

§７ 団会議 

第１日 １７：３０～１９：００（９０分） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．団会議の機能と役割について理解する。 

 

指導上のねらい 

１．団会議の構成と、会議の趣旨、特に団のスカウト教育について推進状況、プログム調整

など重要事項を協議する場であることを理解させる。 

２．団会議の標準的な進め方、内容を理解させる。  

３．各部門の指導者に支援を行うには、様々な資源の活用が必要であることと、その方法を

理解させる。 

 

準備品(資材・資料) 

・ハンドアウト「団会議レジュメ・団会議シナリオ」（Ｐ４３－４４参照） 

・ワークシート（Ｐ４５参照） 

・役務シート 

・発表用視聴覚教材＜ＯＨＣ（書画カメラ）・ＰＣ・プロジェクター等＞ 

 

セッション運営要項作成にあたって 

１．セッションの概要と展望  

（１）スタッフによる演示により団会議を開催する。 

（２）団委員長として、団委員会へ報告するものと、団委員会で協議すべきものを確認す

る。 

（３）団会議で話し合われるべき内容について確認する。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること  

（１）団会議の機能と役割 

・教育規程 第３章 3-15（団会議） 

（２）演示 

・スタッフにより、団会議の一部を演示する。 

・演示のシナリオは、ハンドアウト「団会議レジュメ・団会議シナリオ」（Ｐ４

３－４４参照）を使用するが、参加者、開催地域、スタッフの状況により別途

作成してもよい。 

・「団会議レジュメ・団会議シナリオ」は、参加者が演示を見て団会議、団委員

会の役割を見出すための作業であるため、あえて団委員長が協議内容を整理し

たり、結論づけたりしていないことに、留意すること。 

・団委員長の視点で学んでほしい。 

（３）グループでの展開（スタッフによる演示により団会議を模擬体験する方法で展開     

してください。） 

①スタッフによる団会議の演示内容について、団委員長の視点でメモをとる。 

②メモから、①団会議で協議すべきもの、②団委員会へ報告すべきもの、③団委員会

で協議すべきものに区分する。 

③グループ内で話しあいワークシートを完成させる。 

④グループごとにワークシートの内容を振り返り評価する。 
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団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

（４）留意点 

①演示のシナリオには、特に以下の内容を取り入れてください。 

・各隊活動の進展状況 

・各隊プログラム内容の調整 

・活動予定、場所、日程等の調整 

・団委員会への支援依頼とその調整  

②団は、スカウト教育を実施する最大の組織である。その中で団会議は重要な機能と

役割を担っていることを確認してください。 

③団会議での調整事項や、依頼事項により団委員会の支援活動が行われることになる

ことを理解させてください。 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）団会議は、団のスカウト教育の進むべき方向を策定する上で重要な会議である。 

（２）団会議は、ビーバーからローバーまでのプログラムの一貫性を担保するために必要

な会議である。 

（３）団会議は、団におけるスカウト教育の評価の場である。 

（４）団委員長は、全ての隊の活動内容、進捗状況を把握し、団委員会に伝える責務があ

る。 

（５）団会議の調整事項、依頼事項に基づき、団委員会の支援活動が行われる。 
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団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

§８ スカウトの進級と団委員会 

第１日 １９：５０～２０：５０（６０分） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．進級に関する団面接について理解する。 

２．進級に関する事務手続きについて理解する。 

３．スカウトへの記章授与等について理解する。 

 

指導上のねらい 

１．スカウトの進級に関わって行われる団面接の意義と手順について理解させる。 

２．進級に関する事務手続き、特に地区面接、県連面接を必要とする進級について理解させ

る。 

３．スカウトへの記章授与はスカウトにとって大切な場面であることを理解させると共に団

委員会としてどのように配慮する必要があるかを理解させる。 

 

準備品(資材・資料) 

・ハンドアウト①「考査面接一覧」（Ｐ４５参照） 

・ハンドアウト②「進級面接申請書（例）」（Ｐ４６参照） 

・ハンドアウト③「団面接の一例」（Ｐ４６参照） 

・ハンドアウト④「進級面接質問の一例」（Ｐ４７参照） 

・ハンドアウト⑤「面接手順（一例）」（Ｐ４８－４９参照） 

・菊スカウト面接申請書（日本連盟ホームページからダウンロード） 

・隼スカウト面接申請書（日本連盟ホームページからダウンロード） 

・富士章面接・認証申請書（日本連盟ホームページからダウンロード） 

・ビーバー・カブ個人記録（ボーイスカウトエンタープライズ） 

・ボーイ・ベンチャー・ローバースカウト個人記録（ボーイスカウトエンタープライズ） 

・日本連盟規程集 

・日本連盟発行書籍「団の運営と団委員会」 

 ・ボーイスカウト隊リーダーハンドブック 

 
 

セッション運営要項作成にあたって                   

１．セッションの概要と展望  

（１）団委員会の任務についておさらいをする。（教育規程 3-9） 

（２）スカウトの進歩を促すための具体的な活動とは、どのようなことかを考えてみる。 

（３）スタッフにより団面接シーンを演示する。 

（４）団面接とスカウトへの認証について理解する。（団委員会の責任において実施す

る。） 

（５）認証作業（面接、記章授与、申請記録報告）について理解する。 

（６）進歩・進級に関する事務手続きについて理解する。 

（７）進歩記章等の授与や顕彰について理解する。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること  

（１）スカウトの進級に関する団の業務 

①教育規程 第３章 3-9（団委員会の任務） 

②教育規程 第７章 7-37、38（面接） 

③教育規程 第７章 7-39、40、41（面接区分と記章の交付） 

④教育規程 第７章 7-42、43（進歩記章と進級記章等の授与） 
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団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

（２）演示 

    ・スタッフにより１級面接の一例を演示する、 

（３）留意点 

①隊長が行う「認定」と、団委員会が行う「認証」について明確にし、あくまでも団

面接は認証の場であることを伝え、再考査の場にならないよう留意する必要がある

ことを伝えてください。 

②面接がキーワードとなるよう参加者を指名しながら進めてください。 

③団委員会がスカウトの進歩を促す支援や活動について、確認してください。 

・スカウトの実際訓練には、直接関わらない団委員ができること。 

・団の健全運営による活動環境を確保するものであること。 

・指導者訓練を援助し、正しいスカウト教育法の浸透を図るためのものであるこ

と。 

・さまざまな面で指導者を支援し、プログラム展開へ便宜を図るためのものであ

ること。 

・登録等事務的事項を管理するとともに、加盟員の拡大を図るためのものである

こと。 

・権威ある機関として、スカウトへの認証作業を行うものであること。 

④上記の面接が、スカウトの進歩を促す団委員会の任務の一つであることを明確に説

明してください。 

⑤団面接の他に、菊スカウト章、隼スカウト章、富士スカウト章の認証に当たっては、

地区面接、県連盟面接等があることを確認し、その手順について説明してください。 

⑥進歩・進級記章の交付方法について説明し、認証後なるべく早い時期に授与しなけ

ればならないことを確認してください。 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）団面接等を通じて行うスカウトの進歩についての認証作業は、団委員会の重要な仕

事である。 

（２）スカウトの進歩について記録を管理し、事務手続きを確実にこなすことは隊運営の

強力な支援となる。 

（３）記章授与や顕彰は隊の重要なプログラムであり、その機会を提供することは団委員

会の大切な仕事である。 
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団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

§９ 団委員会の事務と業務 

第１日 ８：３０～１０：００（９０分） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．団会計処理の基本事項を理解する。 

２．団の備品、資材管理の基本事項を理解する。 

３．入退団管理事務、登録業務の基本事項を理解する。 

４．通信連絡事務について理解する。 

 

指導上のねらい 

１．団委員会が行うべき資金管理の考え方と方法について理解させる。 

２．団委員会が行うべき備品、資材管理の考え方と方法について理解させる。 

３．入退団管理、登録業務について理解させる。特に、登録業務の仕組みについて説明する。 

４．会場借り上げ手続き、行政への補助金手続きなど、日常の手続き業務は多岐にわたるも

のがあることを理解させる。 

 

準備品(資材・資料) 

・ハンドアウト①「団会計収支決算書（例）」（Ｐ４９参照） 

・ハンドアウト②「団会計貸借対照表(例) 」（Ｐ５０参照） 

・ハンドアウト③「団会計収支予算書（例）」（Ｐ５０参照） 

・ハンドアウト④「団財産目録（例）」（Ｐ５１参照） 

・日本連盟「登録の手引き」 

 

セッション運営要項作成にあたって                   

１．セッションの概要と展望  

（１）団会計の仕組みと資金管理の例（ハンドアウト）を示し、基本的な考え方と方法を

理解させる。 

（２）団の備品、資材の管理と運用の例（ハンドアウト）を示し、このことの重要性を確

認する。 

（３）入退団管理と登録業務について説明する。 

（４）各種通信事務について知らせる。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること  

（１）団委員会の任務と業務（会計、事務処理） 

①定款 第３章 15条、16条、17条、18条（会員の種別等、加入、資格喪失） 

②教育規程 第２章 2-2、4、5、6、7（総則：加盟登録の原則等） 

③教育規程 第２章 2-8、9、10（加盟登録の申請） 

④教育規程 第２章 2-11、12、13、14（加盟登録の審査） 

⑤教育規程 第２章 2-15、16、17（加盟登録時期及び登録料） 

⑥教育規程 第２章 2-18、19、20、21（加盟登録の承認） 

⑦教育規程 第３章 3-9（団委員会の任務） 

 

（２）留意点 

①団委員会には、資金、備品などの管理と運用の責務があることを理解させてくださ

い。 

②指導者、スカウトの入退団管理、登録業務等の各種事務手続きがあり、これを正し

く行わないと団の組織にもめ事が起こったり、地域の信頼を失うなど、団の維持運

営に大きな影響が出ることを理解させてください。 
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団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

③団によって資金の流れや備品の管理方法、資産の状況が違うので、主に基本事項と

して貸借対照表、財産目録などのハンドアウトを提供して説明してください。特に、

保護者、育成団体などから信頼される団運営のためには「明朗性」、「正確性」の

担保について責任と義務を追うことを理解させてください。 

④登録業務については、日本連盟のコンピュータ処理の方法、仕組みについて概要を

説明してください。 

⑤地区・県連盟の加盟登録審査の概要について知らせてください。 

⑥入団・退団の管理については、特に隊長との緊密な連絡が必要であることを確認し

てください。 

⑦直接的な業務は、それぞれの団委員が役務分担により担当するが、団委員長の視点

で、それぞれの業務について確認・理解させるようにしてください。 

⑧会計処理に関する参考資料（例）を配布し、適正な会計処理を行うよう促してくだ

ださい。 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）事務処理は迅速、正確に行うことが、団の適正な運用につながる。 

（２）会計等は、明朗にし、必ず育成会総会で報告する。 

（３）備品、資材の管理運用は団委員会の責任において行われる。隊備品であっても最終

責任は団委員会にある。ただし、隊備品は、隊長の責任においてスカウト教育の一

環として行われる場合があるので、隊長との打ち合わせが必要である。 

（４）入退団の管理は、正確かつ迅速に行う。入団処理が送れると保護者の不満を呼び起

こす。また、退団処理が送れることも同様である。 

（５）通信事務は、迅速に行う。行政、民間を問わず、会場借り上げや補助金申請は締め

切りを守り、団の信頼を高めることが重要である。 
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団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

§１０ 育成会と団委員会 

第２日 １０：０５～１０：５５（５０分） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．育成会の組織について理解する。 

２．育成会の機能と役割について理解する。 

３．育成会と団委員会の関係について理解する。 

 

指導上のねらい 

１．育成会の設立がスカウト教育の第一条件であることを理解させる。 

２．設立過程と性格の違いによる育成会の種類について理解させる。 

３．育成会の任務について理解させる。 

４．団委員会の構成における、育成会と団委員会の関係について理解させる。 

５．自団の育成会と団委員会の関係について、その現状を認識させる。 

 

準備品(資材・資料) 

・ハンドアウト「育成会会則の例」（Ｐ５１－５２参照） 

・育成会総会次第の例 

 

セッション運営要項作成にあたって                   

１．セッションの概要と展望  

（１）団や隊の存在は、育成会の存在が基盤となっていること。 

（２）育成会の性格や母体となっている個人・団体について。（現状や例示による） 

（３）育成会会員や会費、団への支援内容。（具体的な例示など） 

（４）自団における育成会と、団との関係の現状の確認。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること  

（１）育成会の組織と機能・役割 

①教育規程 第３章 3-3（設立）、3-4（任務）、3-5（会則）、3-6（会議） 

②教育規程 第３章 3-8（団委員会の構成） 

③育成会会則、育成会総会次第の例示 

（２）留意点 

①自団について、育成会が（実体的に）あるか、その性格や団との具体的な関わりに

ついて自分（参加者）がどの程度知っているか、などの現状を認識できるようにし

てください。 

②参加者の団の母体である育成会は、性格や活動実態が多種多様であると考えられる

ため、具体的な例を挙げて、多様性が理解できるようにしてください。 

③育成会と団の関係は様々な実体があると考えられますが、教育規程 3-8-①及び③

の規程（団委員会の構成）により、団の存在の基盤であることを押さえてください。 

④自団の育成会について具体的な認識が低い場合には、育成会の会則、あるいは育成

会総会の内容などの例を具体的に示して、育成会の組織や機能について理解を深め

させてください。 

⑤「育成会を改善・発展させなければ」という思いを参加者が持つのは当然だと考え

られますが、それはあくまで「育成会員」としての立場からの捕らえ方であり、団

委員会の主体的な責務ではないことに留意してください。 
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団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）育成会は、スカウト教育を維持し発展させるという目的の下に設立されている。 

（２）団委員会（団）とは、育成会によって選任され、スカウト教育の実施を委託された

組織である。 

（３）保護者や地域の個人・団体が、地域の青少年をスカウト教育活動により育成しよう

と願う組織が育成会である。（保護者会は別に組織される場合もある。） 

（４）育成会の構成や運営は様々であり、それは総会によって決定・改正されることにな

るが、その目的や任務は、運動の趣旨から外れることはできない。 
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§１１ 安全計画 

第２日 １１：００～１２：００（６０分） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．プログラムをもとに安全計画を立案できる。 

２．安全計画の評価と運用ができる。 

 

指導上のねらい 

１．プログラム計画からプログラム実施までのプロセスにおいて、同時進行で安全計画が立

案され実行されていくことを理解させる。 

２．安全計画の立案は独立したものではなく、隊での計画策定→団会議での発表と支援要請

→団委員会での支援計画の立案→実施承認→実施時の対策→実施後の評価・反省・改善

策の策定の手順を辿ることを理解させる。 

３．スカウト活動における安全確保は団全体で取り組む作業であることを理解させる。 

４．団で判断に困ったとき等はコミッショナーの支援を得ることも必要であることを理解さ

せる。 

 

準備品(資材・資料) 

・隊集会計画書 

・ワークシート（Ｐ５２参照） 

・教具、資料等 

 

セッション運営要項作成にあたって 

１．セッションの概要と展望  

（１）プログラム計画書を元に安全計画を立案、評価する。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること  

（１）グループ作業 １  

あらかじめコース側で用意した隊集会計画書を配布し、想定される災害（不可抗力

によるものを除く）をワークシートに列挙する。 

（２）グループ作業 ２  

列挙した災害を、「①安全教育（技能訓練等）によって解消するもの」「②安全対

策によって解消するもの」に分類する。 

（３）グループ作業 ３ 

安全対策を講じることよって解消すべき項目に対して、安全対策内容を立案する 

（４）グループ作業 ４ 

団委員会が行う支援を立案する。 

隊指導者のみで実施できる安全対策は記載しなくてもよい。 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）実務上はグループ作業３と４のところで、団会議において活動計画を発表し、団委

員会他の隊に依頼すべき事項を協議する。団委員長はそれを団委員会に諮り、団の

責任において支援策を立案する。隊指導者は必ず団会議に計画書を提出し、団委員

会の実施承認を得ておくことが重要である。 

（２）安全教育、安全対策、安全管理の概念は次のセッションで取り扱う。 

28



団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

 

§１２ 安全対策と危機管理 

第２日 １２：４５～１４：４５（１２０分） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．各隊プログラム活動に対する安全教育、安全対策、安全管理について理解する。 

２．団運営における危機管理体制の構築と運用について理解する。 

３．危機管理における保護者への対応、プレスへの対応について知る。 

４．そなえよつねに共済と賠償責任保険について知る。 

 

指導上のねらい 

１．安全教育と安全対策、安全管理について理解させる。特にそれぞれの主務者を明確にす

る。 

２．各隊が実施する安全教育について団委員会として隊指導者を支援する必要性と方法を理

解させる。 

３．各隊プログラムにおける安全対策への人的・物的な協力も隊運営への重要な支援である

ことを理解させる。 

４．安全教育と安全対策が効果的に実施されるように努めることが団委員会の任務であるこ

とを理解させる。 

５．危機管理にはスカウト保護者への対応のみならず、プレス等組織外への対応も含まれて

いることを知らせる。 

６．事故等への対応、各種保険、組織防衛の方法について理解させる。 

７．そなえよつねに共済と賠償責任保険については概要のみを知らせる。 
 

準備品(資材・資料) 

 ・「そなえよつねに共済／賠償責任保険」手引き 

 ・ハンドアウト「事故対策図」（Ｐ５３参照） 

 

セッション運営要項作成にあたって 

１．セッションの概要と展望  

（１）§１１の作業を踏まえて、安全教育、安全対策、安全管理の定義と、それらの関係

について理解させる。 

（２）危機管理と保険の種類、責任の種類について知らせる。 

（３）安全管理体制と隊への支援について理解させる。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること  

（１）各用語について、明確に定義し説明する。 

①安全教育 

  スカウトが、その発達段階に応じた安全意識や安全能力、危険への対応能力等を

身に付け実行できるよう、スカウト教育法により成長すること。安全教育は隊指導

者の責任において実施される。 

②安全対策 

  危険を予測し、事前にその危険に対する対策を立て、実行すること。安全対策の

立案は隊指導者が行う。ただし、実施は隊指導者と団委員会の責任において行われ

る。 

③安全管理 

  安全教育や安全対策が的確に実行されるための組織や環境、手法等を提供し、維

持し、改善すること。隊、団のすべてのレベルで管理が実施される。 

④危機管理 

  万が一事故が起こった場合を想定した、各種の対応への準備（保険加入、緊急連
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【課題】 

各隊活動（特に通常の活動場所以外へ出かける場合）の安全対策が確実に実施

されるよう、団として共通の確認書類（様式）や手順を考えてください。 

 

絡網、対応窓口、資料整備、初動費用の確保など） 

⑤保険の種類 

     ・傷害保険と賠償責任保険とその違い 

・そなえよつねに共済 

⑥責任 

  民事責任、刑事責任、道義的責任 

 

（２）安全管理の視点による隊への支援の具体例 

①次の課題をグループで取り組ませることにより、団委員会が行うべき安全管理につ

いての一例として理解させる。 

     

 

 

 

 

 

②発表と評価により、全体でより理解を深めてください。 

 

（３）留意点 

①ここでの用語の定義は、「ボーイスカウト安全入門」の内容とは若干異なっている

部分があります。 

②保険の種別、補償対象、補償内容等については、「そなえよつねに共済」手引きを

具体例として活用してください。 

③課題の「共通の確認書類（様式）」の例 

  下見計画書、下見報告書、安全対策計画書、個人健康調査票など 

④課題の「手順」の例 

  作成責任者、提出先、提出期限、団委員会の関与、最終許可者など 

⑤§１３「団委員会と団会議の連携」でも取り扱う。 

 

（４）危機管理体制の構築 

①有効な連絡網の策定 

  病院、消防、警察、スカウト関係者、受傷者の家族 

②窓口の一本化 

  救急、家族、プレス、団内の保護者 

③他のスカウトへの対応 

④各種保険などの確認と保険会社への第一報 
 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）各隊における安全教育や安全対策が的確に実行されるように、組織や環境、手法等

を提供し、維持し、改善することが安全管理であり、団委員会の重要な任務である。 

（２）同時に、万が一事故が起こった場合に備えて、各種の対応への準備をしておく必要

がある。 

（３）保険の種類や内容を理解し、適切に加入することが大切である。 

（４）危機管理体制は構築するだけではいざというときに機能しない。定期的に体制の確

認を行い、想定訓練を実施することが必要である。 
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§１３ 団の年間計画 
第２日 １４：５０～１７：１０（１４０分） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．団の年間計画を立案できる。 

 

指導上のねらい 

１．団の年間計画立案のねらいについて理解させる。 

２．団の中長期計画に基づく課題と方法を考えさせる。 

３．隊への支援計画作業を体験させる。 

４．ただ単にスケジュールを割り振るだけではなく、高度な調整作業が必要であることを理

解させる。 

５．様々なリソースを活用する方法があることを知らせる。 

 

準備品(資材・資料) 

・ハンドアウト「前年度の団事業の状況及び問題点」（Ｐ５３参照） 

上記ハンドアウト以外でも団の問題点や課題を設定できる現状の情報資料で代替して

も構わない。 

・ワークシート①～③（Ｐ５４－５５参照） 

 

セッション運営要項作成にあたって 

１．セッションの概要と展望  

（１）なぜ計画表が必要かを確認する。 

・団の年間計画とは何か（計画表はどのような機能を持っているか？） 

（２）中長期目標に基づき、隊運営に対する団委員会の支援として、この１年間に取り組

むべき課題と具体的な方法を挙げる。 

（３）団の年間計画に盛り込み、調整する。 

（４）隊への支援の年間計画表として完成させる。 

（５）実現可能な計画か、効果的な計画か、評価する。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること  

（１）作業の前提として 

    ①計画表が果たす役割を確認し、共通理解する。 

    ②作業の前提となる各種の情報（ハンドアウトほか）を確認し、共通理解する。 

（２）作業の展開手順（このセッションは、グループ作業を中心に展開してください。） 

    ①前年度の団事業の状況及び問題点（ハンドアウト）の内容の理解 

②問題・課題の整理とそれぞれに対応した解決への目標（あるべき姿など）の設定

(ワークシート①の作成) 

    ③解決の目標を達成するための事業計画づくり（ワークシート②の作成） 

    ④団の事業計画づくり（ワークシート③の作成） 

    ⑤発表と評価 

・スケジュールの密度等を実感し、実現可能かどうか考えてみる。 

・活用できるリソースを確認する。 
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（３）留意点 

①計画表が果たす役割（計画表はどのような機能を持っているか？） 

□タイムスケジュール 

□予定一覧表（隊、団、地区、県連盟、地域、育成会、その他） 

□外部からの支援プログラム（研修、面接、表彰、団訪問、スカウト行事、 

 ラウンドテーブル） 

□調整表（隊と隊、隊と団、団と地区・県連盟、団と地域） 

□隊への支援プログラム 

□問題解決のプロセス 

□団発展のためのプロジェクト 

□任務分担表 

②進級（面接）、スカウト募集などは他のセッションでの扱いと重複しないようにし

て、ここでは隊指導者への訓練機会の提供を素材として中心に据える。 

③県連盟や地区、コミッショナーやトレーナーからの支援については、§１６「団へ

の支援」へつないでいく。 

④実際には数年にわたる長期的な支援が必要となるが、複数のレベル（Ａ隊長＝実修

所、Ｂ副長＝研修所、Ｃ副長補＝講習会など）で理解させる。 

⑤定型訓練への参加だけでなく、幅広い学習機会や、学習意欲の喚起なども取り上げ

るようにする。 

⑥日程調整表でもある。ワークシート③には実際の「日にち」を入れること。集会や

行事、会議を挙げていくと、ほとんど日がないという現実を見つめる必要がある。

そこからの調整が、団委員会の重要な任務でもあるといえる。 

⑦提供資料は４～３月の区切りでもよい。団は実際にはそれをもとに９～８月の計画

表を作成する現実がある。そのずれや調整が、団と県連盟や地区との関わり方につ

ながってほしい。 
 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）団委員会は団内各隊の教育が円滑に進むよう計画的に支援することが必要である。 

（２）計画は、団の将来を見据えた「中長期計画」がベースとなるが、隊活動の年間プロ

グラムに合わせたもの（年間計画）が必要となる。 

（３）年間計画とは、団発展のためのプロジェクトであり、問題解決のプロセスであり、

隊への支援プログラムである。 

（４）地区や県連盟、コミッショナーやトレーナーなどの外部資源も計画的に活用するこ

とにより、より効果が期待できる。 
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§１４ 団委員会と団会議の連携 

第２日 １７：１５～１９：４５（１５０分） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．団委員会と団会議の関係について理解する。 

２．隊の支援計画を策定できる。 

 

指導上のねらい 

１．団会議での内容をもとに団委員会を体験することによって、それぞれの会議が果たす機

能や運営の方法、隊活動への支援の方法を理解させる。 

２．団委員会後の活動計画の立案と実施ができるようにする。 

 

準備品(資材・資料) 

 ・ボーイ隊の３泊４日の隊キャンプの企画書と、支援要請事項案（所員で準備） 

 ・ボーイ隊以外の月間プログラム企画（支援要請はなく、調整程度） 

 ・ワークシート（Ｐ５５参照） 

 

セッション運営要項作成にあたって                   

１．セッションの概要と展望  

（１）グループごとに団会議を開催する。 

（２）グループごとに団委員会を開催する。 

（３）団委員会において、支援行動計画を決定する。 

（４）一連の流れを振り返り、評価する。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること  

（１）作業の前提として 

①模擬の会議を体験することによって、団会議と団委員会の運営方法や機能を学ぶ作

業である。 

②団委員長の視点で学んでほしい。 

（２）グループでの展開（グループごとに団会議、団委員会を模擬体験する方法で展開） 

   【団会議】グループごとに実演 

①グループで団委員長、各隊長役を決め、模擬団会議を開催する。 

②あらかじめ配布された資料（所員作成）に基づき、各隊長が報告する。 

③隊長役の参加者も、団委員長の視点でメモを取る。 

・隊長より各隊の活動計画書（所員作成）の報告 

・各隊の活動計画等の調整・協議 

・ボーイ隊から団に対する支援活動の依頼（ボーイ隊のみ） 

・団委員長からの支援要請についての質問 

・具体的な支援内容等の相互確認 

【団委員会】グループごとに実演 

①グループで団委員長、団委員とその担当を決め、模擬団委員会を開催する。 

②団会議での「団委員長メモ」（所員作成）に基づき、団委員会を進行する。 

③団委員の役割分担等により、団委員会としての支援行動計画を決定する。 

・団委員長からの団会議の報告（概要） 

・団会議において、ボーイ隊からの具体的な支援要請内容についての説明 

・団委員の各担当の役務からの意見や支援内容等を聞きながら協議 

・支援要請をもとに支援計画の立案（ワークシートへの書き込み） 
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【評価】グループごとに発表 

①グループごとに会議を振り返って評価し、改善点について話し合う。 

（３）留意点 

①議題は、各隊の２ヶ月後のプログラムの報告に絞る。 

②支援要請は、ボーイ隊の３泊４日の隊キャンプを想定する。 

③会議の進行については、団委員長役に一任する。 

④支援行動計画は、特に様式として完成させなくてもよい。 

⑤人的、物的な支援だけでなく、指導者の技能修得支援や安全管理手順の徹底（安全

対策計画書の作成、提出、決裁等）も支援である。 

⑥評価は、以下の項目について振り返る。 

□全ての事項が十分に報告、検討できたか。 

□結論や対応は適正であったか。 

□各隊の協働や一体感を損なうことはなかったか。 

□各隊長が意欲を持って取り組んでいける雰囲気はできたか。 

□団委員間で十分に共通理解できたか。 

□団委員会が判断、決定すべき事項は明確になったか。 

□団委員の協力や役割分担はできたか。 

□他のリソースを活用することができたか。 

□今後の具体的な支援行動が明確になったか。 

□各団委員が意欲と責任感を持って支援していける雰囲気はできたか。 

□支援がスカウト教育の成果に結びついたか。 

（４）§５「隊から求められる支援」、§７「団会議」との違い 

①参加者が実際に役割を分担して行う「模擬体験」である。 

②会議の運営技能も重要なポイントとなる。 

③受身的な、あるいは人的・物的・金銭的な支援だけではなく、団委員会（団委員長）

が管理運営機能を発揮することも、隊運営への重要な支援である。 
 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）団内各隊への支援が円滑に進むように、団会議や団委員会といった会議を定例的に

開催し、活用することが必要である。 

（２）隊活動への支援という視点から見ても、団会議や団委員会の会議を運営する能力は

団委員長にとって必要な、重要な能力である。 

（３）団委員会は、隊からの支援要請を受けるだけではなく、団会議を通じて、情報の提

供や、隊指導者の意欲と責任感を高める工夫もしていく必要がある。 

（４）スカウト教育を成功させるためには、隊と団が一体となって友好的な協力関係を作

り上げていく必要がある。 
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「課題」 

団でスカウトの募集を定期的に行うことになりました。グループ(団委員会を

想定して)で話し合いながら、有効な方法を考えてください。 

 

§１５ スカウト募集 

第３日 ８：３０～９：５０（８０分） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．スカウト募集活動について理解する。 

 

指導上のねらい 

１．団の運営面やスカウトの教育面において、適正な人数の隊を維持することが重要である

ことを認識させた上で、定期的なスカウト募集の必要性を理解させる。 

２．スカウト募集は団委員会の責任において行われることを理解させる。 

３．スカウト募集の考え方と方法について理解させる。 

４．スカウト募集は隊指導者の協力なくしてはできないことを理解させる。 

 

準備品(資材・資料) 

 ・ワークシート（Ｐ５６参照） 

 ・ハンドアウト「ワークシート記入例」（Ｐ５６参照） 

 

セッション運営要項作成にあたって 

１．セッションの概要と展望  

（１）スカウト募集の基礎としての、団の展望 

（２）募集計画の策定 

（３）具体的な方法の検討 

（４）関連する団委員会の任務 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること  

（１）展開においては、以下の作業を取り入れてください。 

①まず「募集ありき」ではなく、団委員会の使命（団及び隊を、スカウト教育に最適

な環境として発展させ、維持すること。）を理解させる。 

②教育規程に示されている各隊の組織編成の標準人数（ＢＶＳ３－１６・ＣＳ３－２

７・ＢＳ３－４６・ＶＳ３－６３・ＲＳ３－７５）により、最適規模と現実的な許

容範囲を確認し、団の組織拡充にあたっての中長期展望として決定させる。 

③展望に向けての１年間程度のスパンでの計画と具体的な方法について、グループで

検討させる。 

 

④直接的な募集のほかに、団委員会としての間接的な広報や組織強化についても検証

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

35



団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

（２）留意点 

①現状については、参加者の所属する団の実態（スカウト数）を活用してもよい。 

②スカウト募集の事例発表とならないよう、「チラシ配布」、「体験入隊」は方法の

例として先取りしてしまい、その他の有効な方法を考えさせてください。 

③募集活動は「スカウトが仲間を連れてくること」とも定義できるので、団委員会の

みの視点とならないように留意してください。 

④団委員会の責務は、直接的な募集よりも、間接的な組織強化（※）が重要であるこ

とに気付かせてください。 

※スカウト数に応じた指導者の確保育成、必要経費の明確化、責任の明確化、教育

のねらいのＰＲ、地域社会との協働など。 
 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）スカウトの募集時には、教育のねらい、子どもの成長にどのような貢献ができるか、

必要経費はどれくらいか、保護者の負担はどれくらいか、活動時間はどれくらいか

等を明確に説明することが必要である。そのことが保護者に安心感を与えることに

なる。 

（２）団の日常の活動や地域での風評がスカウト募集に大きく影響する。大人同士の揉め

事や事故が絶えないなど、日常の団運営のあり方が問われる機会でもある。 

 
 
 
 

36



団委員研修所 所員用ハンドブック 

 

【課題】 

次年度の地区の運営委員会委員として、あなたの団から進歩委員１名と指導者養成委

員１名をお願いしたいと地区委員長から言われました。 

また地区コミッショナーからは、次期地区副コミッショナーとしてカブ隊のＡ隊長

（昨年度実修所修了）を考えているとの相談を受けています。 

地元の青少年育成市民会議からは、役員として団委員長に入ってほしいという打診も

ありました。 

団委員長としてどのように対応したらよいか、グループで話し合ってまとめてくださ

い。 

 

§１６ 団への支援 

第３日 １０：００～１１：００（６０分） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．都道府県連盟、地区、隣接団との連携について理解する 

２．行政、地域団体、関連諸機関との連携が団委員会の重要な責務であることを理解す

る。 

 

指導上のねらい 

１．地区や県連盟の組織や運営への積極的な参画が必要であることを理解させる。 

２．隣接団との有効な連携は、団にとって有益であることを理解させる。 

３．行政、地域団体、関連諸機関との連携は、団委員会の重要な責務であり、これらの組織

等から支援を受けることができること、また支援を受けるための留意点等を理解させる。 

４．安全対策、安全管理の実施にあたってはコミッショナーの支援を受けることも必要であ

ることを理解させる。 

 

準備品(資材・資料) 

・県連盟役員名簿 

・地区役員名簿 

 

セッション運営要項作成にあたって                   

１．セッションの概要と展望  

（１）現状を踏まえ、団と地区、県連盟の関係の実態を理解する。 

（２）教育規程等により、地区や県連盟の設置の目的を理解する。 

（３）地区や県連盟の組織や運営への積極的な参画が必要であることを理解する。 

（４）近隣団や地域との連携も重要であることを理解する。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること  

  

（１）展開の前段で、以下の課題を提示してください。 

（２）参加者の所属する地区や県連盟組織の現状を踏まえて、以下のポイントを確認させ

てください。 

   【ポイント】 

□地区や県連盟は「誰が」構成しているのか、役員は「誰が」つとめているのか。 

□地区の役員は、よその地区の指導者や、地区内の指導者以外の人が引き受けて

くれるわけではない。 

□地区や県連盟は、団と別の組織ではなく、各団から人材を出し合って協同で運

営していくものである。 

□地区や県連盟は、団や隊の活動を支援するために組織されているのである。 

□地区や県連盟の役員をつとめるのは、隊への支援である。 
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（３）その他の参考資料等 

    ①教育規程 第４章 都道府県連盟 4-1設置と構成、4-2設置の目的 

    ② 同   第５章 地区     5-1設置と構成、5-2設置の目的 

（４）留意点 

    ①課題はグループ作業でも、個人作業でも、講義としてもけっこうです。 

    ②団が「連携する」ということは、組織の構成上、団もその構成員となり積極的に

参画する必要があるということを、理解させるようにしてください。 

    ③地区や県連盟の組織の力は、スケールメリットという点から考えても、団単独で

はできないような支援も可能になるということを強調してください。 

    ④特に安全対策、安全管理において地区との日常の連携が重要であることを伝える。 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）隊からの支援要請に対して、団委員会の力の及ばないことは多々あり、これらに

ついては団を取り巻く組織等の支援を得ることができる。 

（２）これらの支援を得るためには、日常の団運営、人間関係を大切にしておく必要が

ある。 
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閉所式プログラム（例）               （３０分） 

  

１．開式のことば 

  ２．修了証授与 

  ３．所長挨拶 

  ４．主催者挨拶 

  ５．来賓挨拶 

  ６．来賓紹介 

  ７．連盟歌斉唱 

  ８．国旗儀礼（国旗降納） 

  ９．閉式のことば 

 

  

 ねらい 

 ・ 参加者に本コースで学習したことを自団に生かし、よりよい団運営展開への意欲と自信、心構

えについて改めて確認させる場とする。 

  

  

留意点 

・ 団委員研修所を終えるのに相応しい場所を選定する。 

・ 国旗降納の際は、国旗を掲揚柱から外し、所長に返納する。 

 

 

 準備品 

・ 団委員研修所修了証 

・ 修了証入れ盆 

・ 閉所式式次第 

・ 参加者（順序を調整）名簿 

・ 参加者への返却品 
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ハンドアウト 

ワークシート 
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